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学生の 視点か ら見た企業内キャ リアパ ス と希望企業の 形成

一 Job　Demand−Controlモ デル に基づ いた理論的検討一

梅崎修 （法政大学）・小林徹 慶 應義塾大学）

問題の所在

　近年、若者の過重労働 と高い離職率が社会

的に も注目され るよ うになっ た 。 若者の 「使

い 捨て」が疑われ る企業、い わ ゆる 「ブラ ッ

ク企業」 に批判 の 目が向けられて い る 。

　悪質な企業に対 して は、監督や規制の 徹底

も急がれるが、同時になぜ学生がその よ うな

企業にエ ン トリ
ー

して い るかを理論的に検討

する必 要がある。

　第
一

に 、他の 企業で 内定を得 られなか っ た

か ら、仕方なく、過重労働 と高離職の 企業に

就職せ ざる を得な か っ た とい う理 由が考え ら

れ る。特に不況期には、企業の採用枠が大幅

に 削減される の で 、内定先の労働条件が悪い

とわか りっ っ も就職 した学生 も多い。

　第二 に、学生側に企業を分析するリテ ラシ

ー
がな く、そ の 上、企業側が適切な情報捌 共

を行 っ て い ない の で 、学生は就職後の 労働環

境が よくわ か らずに就職 して い る可能性が考

えられる。こ の場合は 、ワ
ー

クル
ー

ル教育に

よ っ て就職先を変え る こ とが で きる、

　 しか し第三に、ワ
ー

クル
ー

ル 知識があ っ た

として も、学生たちが、「ブラッ ク企業」 と言

われ る企業を積極的希望 して しま う。 も しく

は 、 企業側の 宣伝によく考えずに流され る こ

ともある。

　第三 の指摘は 、 第二 に紹介した ワ
ー

クル
ー

ル 教育の 効果が限定的で ある こ とを意味す る。

そもそも 「ブラッ ク企業」がネ ッ トで流通し

た隠語で あ り、Googleなどで も企業名 とブッ

ラクが同時に検索されて い るこ とを考慮する

と、学生は企業内の働き方を具体的に知 らな

くて も内定先の 企業に どの ような噂があるか

をよく知っ て い る。しか し、採用枠の減少と

い う第一の 理 由ではなく、それ らの企業には

そ の 噂に跳ね返すだけの 括弧っ きの 「魅力」

が存在する と考えるべ きであろ う。 就職後の

企業内キ ャ リア パ ス にっ い ては 、 実証研究の

蓄積によっ て そ の 実態が詳細に把握され てい

るが、学生 の 主観には 「異なる姿」 が写 っ て

い る可能陛がある。こ の ギ ャ ッ プは知識提供

だけで は変え られない の で はな い か 。 本稿で

は 、企業内キ ャ リア パ ス の 実態を整理 した う

えで、学生 の 主観との ギ ャ ッ プを理論的に検

討 し、そ の ギ ャ ッ プを埋 め る ための 工夫 も考

察 したい。

Job　 Danand−Controlモ デル に基づく学習へ

の 期待錯誤とス トレス の危険性

（1 ）モ デル の説明

　就職後の キャ リア パ ス に対する期待錯誤と

ス トレ ス の危険性を同時に分析するた めに、

「仕事の要求度」 と 「仕事の裁量権」 とい う

二 っ 観点か ら職場の ス トレ ス 研 究を整理 した

「仕事要求一
仕事の裁量 権 （Job　Demand ’

Control　Model）」 を利用する　 （図 1 参照）

［Karasek，1979］。

　 こ の モ デル の 新規陸は 、
ス トレ ス 研究に仕

事の 裁量権 とい う新 しい変数を加えた点であ

る 。 従来の研究では 、
ス トレ ス の 原因 として

仕事 の 量的負荷に焦点を当てて い た。坂爪

［1997］によれ ば、 仕事要求一
コ ン トロ

ー
ル モ

デル は、職業ス レ レ ッ サーが ス トレ イ ン を生

じさせ るとい う負の側面と、学習行動やモ チ

ベ ー
シ ョ ン の ために不可欠 であるとい う正 の

側面を同時に読み解けるとい う特徴がある。
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（2 ）期待の錯誤

　こ の モ デル を想定 した場合、人材育成に熱

心で長期雇用を前提 とした企業は、企業内で

徐々 に仕事の要求と裁量権を同時に 上 げて い

くと考えられるが、離職が多い の に魅力的に

見える企業は、こ の学習の側面 を過度に強調

し、期待錯誤を生み出して い る可能性がある。

　すなわち、時間軸に沿っ た学習の軌跡と時

間軸の 上に提示すると、短期で学習できる＝

即戦力は 、 ある時点で成長の 頭打ちになっ た

として も、学生側に就職後の 時間的展望や企

業内キ ャ リアパ ス に対する十分な知識がな い

の で 、
「成長期待」 とい う幻想を生み出して い

る可能性が高い
。 時間軸を考えれば、図 2 の

よ うに側面か らキ ャ リア パ ス が現実で あるが、

「無時間の 主観の世界」 で は、図 3 の よ うに

見えて しま うの で ある 。

（3 ）錯誤の 訂正

　 「無時間の 主観の 歪み 」 を矯正する に は 、

企業内の キ ャ リア パ ス とい う時間軸を学生側

に提供する必要がある 。 しか し、一般的に即

戦力志向などの 社会的な言説は、こ の 時間軸

を狂わせ て い る と言える。本稿では、現在社

会で 流通して い る即戦力やグ ロ ーバ ル 人材な

どの影響力がある言説が もたらす歪みを指摘

し、本来、研究蓄積がある企業内キ ャ リア パ

ス研究の 辭 艮を如何に提供するべ きかを最後

に検討する 。

図 1　 仕事要求一仕事の裁量権
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図 2　キャ リアパ ス
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図 3　 無時間の主観の世界
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